
Chemical and Circular Management Platform (CMP)
次世代製品含有化学物質・資源循環情報プラットフォーム

サプライチェーンの川上企業から川下企業までをシームレスに繋ぐ仕組みを構築し、化学物質・
資源循環の情報伝達のデジタル化、及び製品・素材情報や循環実態の可視化を目指す

プロジェクト詳細 プロジェクト概要図

プロジェクト代表者 CMPコンソーシアム

連絡先・ウェブサイト cmp-office＠jemai.or.jp

https://cmp-consortium.com/

プロジェクトの特徴・
アピールポイント

1. 製品含有化学物質管理：
化学物質規制に対して迅速かつ確実な情報管理の
仕組みを構築し、調査の効率化を実現

2. 資源循環：
製品・部品・材料・化学物質情報に加えて、部品
リユース・リサイクル材情報などの資源循環情報
の共有を実現

3. グローバル連携：
現在策定が進む国際規格の内容を盛り込み、グ
ローバルに展開されている製品含有化学物質情報
基盤との連携を目指す

選定日・応募内容 2025年7月23日 （応募内容）

https://cmp-consortium.com/
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/ouranos/ouranos_project/20250723_cmp_applicationform.pdf
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【得られる効果】
✓ 川上から川下へのシームレスな情報伝達

✓ バケツリレー型情報伝達から、CMPコンソーシアムによるサプライチェーン全体への一括トリガーへの変革
✓ 規制変更時に必要となる再調査の抑制
✓ 資源循環など新たな情報への展開

【現状の情報伝達】 【目指す情報伝達の姿】
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